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� はじめに
'��の高速化高集積化に伴い、高速低電力なコア間や

チップ間でのシリアル伝送が求められている。シリアル
伝送には、信号を時分割多重�分離する	
���
	
�回
路が必要となる。これらの特性は要素回路である �フ
ロップ (����)フリップによって決定される。本稿では
クロックドインバータ型����が、高速・低電力化に有
利であることを明らかにしたので報告する。

� 高速・低電力化に有利な ����の構成
����は��� ���回路 *つによって構成される。図 +に

比較検討を行った ��� ���回路を示す。図 +( )は当研究
室で提案してきた差動疑似 �	,�構成の ��� ���で-高
速性低電力性に優れている .+/。今回-さらなる低電力動
作化を狙い-図 +($)の差動クロックドインバータ構成と
の比較を行った。+01$�%の動作速度を想定した場合、ク
ロックドインバータ構成の消費電力は、疑似差動 �	,�

構成に比べ約 +0分の１以下と低消費電力化できること
が分かった。但し、高速動作化を図ると消費電力が増大
していき、最大動作速度はトポロジーにより疑似差動型
構成より制限されてしまう。目的とする動作速度に応じ
て疑似差動 �	,�構成とクロックドインバータ構成と
の使い分けが必要と考えられる。

� ��� 	
�� ��� ��	
�回路の設計
上記基本検討結果を踏まえ、今回は動作速度を +01$�%

と設定し、クロックドインバータ構成による 23+ 	
��

+32 �
	
�回路の低電力化設計を行った。図 4( )に今回
した試作評価用として設計した	
���
	
�のブロッ
ク構成を示す。	
���
	
�のブロック構成は、低電
力化の観点からハーフレイトのマルチフェーズ構成を採
用した。50 �!�	,�プロセスを想定し設計を行った結
果、図 4($)に示すチップレイアウト後の配線の寄生イン
ピーダンス込みの設計結果で、++1$�%の最大動作速度
を確認し、	
���
	
�のトータルの消費電力は、電
源電圧 +607で従来にない +6*!�を実現できる見通し
を得た。

� まとめ
クロックドインバータ構成の����をベースとした 23+

	
��+32 �
	
�回路の設計を行い、従来にない高速・
低電力特性を実現できる見通しを得た。
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